
株式会社トクヤマのＣＳＲ報告書を読んで
トクヤマのＲＣ活動のあゆみ

編集後記

第三者意見を受けて

第三者意見

トクヤマの1年をわかりやすく開示
　「トクヤマ2009年度ハイライト」で、一年の出来事が時
系列で開示されています。ＣＳＲ報告書は年次報告書である
という原点に立った良い試みであると思います。そのすぐ後
に3つの特集記事が続き、一番伝えたいことを明確にしたイ
ンパクトのある報告となっています。特集記事では、高効率
生産体制の深化、グローバル化、文化の担い手としての一
面を伝えていますが、今年「特集」としてクローズアップする
理由や、将来像である「100周年ビジョン」に対する現在の
位置づけを明確にするなど、ハイライト（1年間の出来事）と
関連して読む構成になれば、今年の活動状況がより明瞭に
読者に伝わると思われます。事業の紹介を身近なイラストを
使ってわかりやすく伝えるよう工夫されている点や、専門用
語には逐次解説をつけるなど、読者の立場に立った紙面づ
くりは高く評価されます。

100周年ビジョンを目指した
着実なステップアップ
　2018年に向けた100周年ビジョンでは、戦略を支える基
盤としてＣＳＲを認識されています。2008年に公表された
10年計画でありスタートしたばかりですが、着実に進捗して
おり、同時に支える仕組みにも戦略の進捗に合わせた進化
が必要となります。「トクヤマグループ行動憲章」をさらに具
体化した年次行動計画、その着実な実行が求められます。

　現在は、環境情報以外は数値情報がやや少なく感じられ
ますので、100周年ビジョンを実現するためにどのような道
筋を想定され、マネジメントされているのかについて、目標
を具体化し、可能な限り数値情報や指標を明示して、現状と
評価を開示することが期待されます。そのためにはＣＳＲ活
動を体系化し、ＣＳＲ活動を実現するためのグローバルなマ
ネジメント体制を明確にされることが求められます。

トクヤマのＣＳＲとは何かを明示すること
　本業におけるＣＳＲは何かについては、行動憲章や「社会
と共鳴する経営」（基本ポリシー）などで示されていますが、
具体的な行動計画や指標は示されていません。「ＣＳＲの基
盤」が十分整備されましたので、次は「トクヤマのＣＳＲ」を
事業と関連させて具体的に明示する段階になると思われま
す。社外廃棄物の受入などは、社会から期待されている事
業だと思います。トクヤマに求められる社会のニーズを明確
にしていくことも重要です。そのために従業員を含めたステ
イクホルダーとの双方向コミュニケーションは今後も必須と
考えられます。2018年にあるべき姿を描いた100周年ビ
ジョンを目指して着実に進んでいること、それが明確に伝わ
る報告書の作成、報告書を使ったコミュニケーション、そうし
て社会のニーズに応えていくトクヤマのＣＳＲ活動に期待し
ています。

1991年	 7月	 地球環境問題対策委員会設置
1993年	 3月	 RC統括会議を設置
	 3月	 環境、安全、品質の総合管理の
	 	 ボランタリープラン制定
1994年	 4月	 高純度イソプロピルアルコール
	 	 ISO9002認証取得
	 6月	 製品審査、表示審査の製品保証体制の整備
1995年	 4月	 日本レスポンシブル・ケア協議会に参加
1997年	 5月	 セメントISO9001認証取得
	 9月	 RC報告書（初版）発行
1998年	 4月	 歯科器材ISO9001認証取得
	 12月	 窒化アルミニウム・機能性粉体等ISO9001
	 	 およびISO9002認証取得、徳山製造所	 	
	 	 ISOl4001認証取得
1999年	 1月	 鹿島工場 ISOI4001認証取得
	 6月	 化成品・ポリプロピレン・フィルムなど
	 	 ISO9002認証取得
	 12月	 環境経営グループ発足
	 12月	 多結晶シリコン・有機溶剤などISO9002認証取得
2000年	 8月	 資源環境事業グループ発足
2001年	 4月	 山ロエコテック（株） 設立
2002年	 4月	 塩化ビニルモノマーポリマーISO9002認証取得
	 6月	 鹿島工場 茨城県「地球にやさしい企業表彰」受賞

2003年	 3月	  「資源循環技術・システム表彰」で
	 	 経済産業省技術環境局長賞受賞
	 4月	 ISO9001:2000に更新、同時に営業部門に拡大
	 12月	 レスポンシブル・ケア検証受審、
	 	 徳山製造所 厚生労働省第二種無災害記録達成
	 	  （化学工業:810万時間）
2004年	10月	 フィガロ技研（株） ISO14001認証取得
	 10月	 鹿島工場 「茨城労働局長優良賞」受賞
2005年	 2月	 徳山製造所 エネルギー管理優良工場
	 	  （電気部門）資源エネルギー庁長官表彰受賞
	 3月	 徳山製造所 山口県エコ・ファクトリー認定
	 6月	 徳山製造所 厚生労働省第三種無災害記録達成
	 	  （化学工業：1,220万時間）
	 9月	  （株）アストム ISO9001認証取得
2006年	 8月	 上海徳山塑料（有） ISO9001認証取得
	　　　　10月	  （株）トクヤマエムテック ISO9001認証取得　
	 12月	 サン・トックス（株） 関東工場ISO14001認証取得
2007年	 4月	 CSR推進室 発足
2008年	 1月	 徳山製造所 エネルギー管理優良工場等表彰
	 	 にて経済産業大臣表彰受賞
２００９年	１２月	 徳山化工（浙江）（有）ＩＳＯ９００１認証取得、
	 　　　　　	   ＩＳＯ１４００１認証取得　
2010年	 3月	 レスポンシブル・ケア世界憲章認定証書受領

公認会計士／株式会社環境管理会計研究所
取締役
梨岡 英理子
同志社大学商学部講師（嘱託）「環境会計」「環境監査」担当。
1997年同志社大学大学院総合政策科学研究科（環境管理）修
了。1991年より太田昭和監査法人（現・新日本監査法人）大阪事
務所監査第3部、環境監査部勤務。会計監査（商法、証券取引法、
投資育成法）のほか環境会計や環境報告書に関するコンサルティ
ングを行う。

2001年4月より2004年3月まで財団法人地球環境戦略研究機関
関西研究センター「企業と環境」プロジェクト主任研究員を務める。
2004年4月より（株）環境管理会計研究所に経営参加。日本公認
会計士協会経営研究調査会サステナビリティ情報開示専門部会
委員のほか、環境省、経済産業省の各種委員を歴任。東洋経済新
報社環境報告書賞1次審査員。

　トクヤマのCSR活動状況について、ステークホルダーの
みなさまに、より分かりやすく伝えることができるように編
集を行いました。
　今回は、1年間のおもな出来事をハイライトとして加え、
また、２００９年度に引き続き特集を充実させ、トクヤマをよ

〒150-8383　東京都渋谷区渋谷3-3-1 渋谷金王ビル
CSR推進室

TEL：03-3499-8478　FAX：03-3499-8961

※より多くのみなさまにお読みいただけるよう、ホームページにおいても公開しております。

http://www.tokuyama.co.jp/enviro/

＜お問い合わせ先＞

　当社のＣＳＲ活動の課題と今後の方向性について、示唆に富んだ貴重なご指摘をいた
だきました。当社はこの1年余り、樹脂サッシに係る不正問題の再発防止策を着実に実施
することで、ステークホルダーのみなさまの信頼を早期に取り戻すことに注力してまいり
ました。
　１００周年ビジョン基本戦略を支える仕組みとしての「ＣＳＲの推進」を、トクヤマグルー
プとして明確化・具体化することが今後の課題です。ステークホルダーのみなさまとの貴
重なコミュニケーションツールであるＣＳＲ報告書を、双方向性ツールであることを意識
し、より充実させ企業価値向上につなげていきたいと考えています。

CSR 推進室長　福岡 正雄

第三者意見作成にあたって

り具体的にイメージしていただけるよう工夫しました。
　みなさまとのコミュニケーションツールとして、より充実
したCSR報告書の作成に向け、みなさまの忌憚ないご意
見ご感想を賜り、今後の参考とさせていたただければ幸い
です。

CSR推進室との面談
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